
第二章　各県別日本移民入国数（1908～ 1962年）

No. 県名 戦前 戦後 No. 県名 戦前 戦後
０１ 熊本 　　２３, ２６７ 　　３, ４６３ ２５ 群馬 　　　２, ７５６ 　　　   ９６８
０２ 福岡 　　１９, ２８０ 　　３, ３２１ ２６ 岩手 　　　２, ４３７ 　　　   １７４
０３ 沖縄 　　１９, １００ 　　４, ８２９ ２７ 三重 　　　２, ３２６ 　　　   ３６３
０４ 北海道 　　１５, ７０３ 　　２, ６７０ ２８ 大分 　　　２, ３２４ 　　　   ３１５
０５ 広島 　　１３, ７４５ 　　１, ０５８ ２９ 秋田 　　　２, ３０７ 　　  　２２７
０６ 福島 　　１２, ２０７ 　　２, ２０８ ３０ 茨城 　　　２, ２７０ 　　  　３３０
０７ 山口 　　　７, ３９３ 　　１, ７３３ ３１ 新潟 　　　２, ２０８ 　　　  ２８２
０８ 鹿児島 　　　６, ８５６ 　　１, ３９１ ３２ 岐阜 　　　２, ０６８ 　　　  ３７２
０９ 岡山 　　　６, ４４０ 　　　  ６７９ ３３ 石川 　　　１, ７０１ 　　　  １９６
１０ 高知 　　　５, ９３４ 　　１, ２４２ ３４ 鳥取 　　　１, ６８４ 　　　  １７１
１１ 和歌山 　　　５, ９１７ 　　１, ５４８ ３５ 島根 　　　１, ６０７ 　　　  ２１６
１２ 東京 　　　５, ６３７ 　　２, ００９ ３６ 京都 　　　１, ５９６ 　　　  １９７
１３ 長崎 　　　５, ２８８ 　　２, ６２５　 ３７ 山梨 　　　１, ５５２ 　　　  ２３８
１４ 愛媛 　　　５, ０６２ 　　１, １７６ ３８ 神奈川 　　　１, ４２７ 　　　  ６１０
１５ 大阪 　　　４, ６４８ 　　　  ３９７ ３９ 青森 　　　１, ２８５ 　　　  ４５０
１６ 長野 　　　４, ４３８ 　　　  ５４６ ４０ 徳島 　　　１, ２７３ 　　　  １９７
１７ 佐賀 　　　４, ３９４ 　　　  ８３８ ４１ 富山 　　　１, ２４２ 　　　  １３２
１８ 静岡 　　　４, １９７ 　　　  ５５０ ４２ 福井 　　　１, ２１１ 　　　  ２５８
１９ 山形 　　　４, １７６ 　　　  ５６５ ４３ 奈良 　　　１, １４７ 　　  　１２２
２０ 宮城 　　　４, １３４ 　　　  ６４５ ４４ 栃木 　　　１, ０９４ 　　  　２０５
２１ 愛知 　　　３, ８９８ 　　　  ３７９ ４５ 滋賀 　　　１, ０９１ 　　　  　６５
２２ 宮崎 　　　２, ９０５ 　　１, ２７７ ４６ 埼玉 　　　１, ０５７ 　　　  ２３２
２３ 香川 　　　２, ８４５ 　　　  ３２８ ４７ 千葉 　　　　  ９９４ 　　　  ３２７
２４ 兵庫 　　　２, ７７４ 　　　  ５０７ 計 　２２８, ８９７ 　４２, ６３１
（注）コロニア実態調査による。戦後移民は１９６２年６月まで。

第１欧州大戦勃発、1914年８月３日コーヒー価額等が欧州戦で落下不況へ、あれほど長く続いた世界大戦
が 1918年（大正７年）11月 11日終結、欧州戦後、不況で米価暴落し、また連作で地方（コンキスタ奥、
リオ・グランデ沿岸米作地帯）の米作移民は四散した。（「移民 40年史」）

1914年３月第１期渡航補助金中止、サン・パウロ州政府は来年度より日本移民の渡航補助中止を通達。　　　　　　　　　　　　　　　
（「日系社会史年表」34ページ）

1924年（大正 13年）から日本政府が渡航費を全額支給する。以前はブラジル側の援助があったにせよ、
各渡伯者が 5百円もの大金を田畑を売ったり借金で用意、その補助金も 1914年 3月に中止。日本政府の渡
航費支給により昭和 2年（1927年）から昭和 9年 (1936 年 ) にかけて日本人ブラジル移民は全盛時代を迎
えていた。昭和 8年（1933年）24.494 人、昭和 9年（1934年）21.930 人、それこそ移民全盛期、それ
から満豪開拓が始まった事などから、昭和 16年 (1941 年 )12 月 8日太平洋戦争始まる。1942年～ 1945
年まで日本人ブラジル移民は途絶える。


